
 

シルバーリハビリ体操指導士養成２０周年記念を迎えて!! 

     更なる「シルバーリハビリ体操」の全国展開を目指して!! 

 
 

 

茨城県がシルバーリハビリ体操をはじめてから指導士養

成２０周年記念を迎えることが出来ました。 

人生１００年時代で健康長寿社会となりますが、総務

省の発表では、国内の高齢者人口は、３,６１９万人、総

人口の２９.１%と世界でも突出しているようです。 

また、国立社会保障・人口問題研究所の推計では、 

２０４０年には３４.８％と見込まれています。 

茨城県内の高齢者も８５万１,４０８人、高齢化率は 

３０.7%、県内で３０％を超えたのは３４市町村です。 

高齢化率（高い順）大子町が４9.0％、利根町４６.２%、

河内町４１.２%、常陸太田市４１.２%の順番です。低いの

は、つくば市の２０.１％ですが市内周辺地域では３０％以

上になっております。県内１００歳以上は、１,８３１人、男性

2０９人、女性１,６２２人、女性が８８.６％と多くなっており

ます。最高齢者は男性１０９歳、女性１１３歳です。高齢者

を取り巻く社会環境は、要介護認定者が２０２５年には、

約７００万人、２０４０年は、約９５３万人２５.４%と、 

４人に１人になると言われています。 

さて、県立健康プラザ管理者大田仁史先生が中心と

なり指導士養成が開始されてから１０，０００人の指導士

を達成、また、２０周年記念を迎えています。 

住民が住民を支える“シルバーリハビリ体操”の基本は、

つくば市と連携して体操教室で皆様の健康維持や介護

予防・フレイル対策に無料出前体験教室を提案して、笑

顔で元気に暮らしていける様、支援して参ります。 

尚、本年は、全国シルバーリハビリ体操指導士連合会が

結成され、１６道県９２市町村に普及して参りました。全国

に向かって展開して行きます。     

シルバーリハビリ体操について 
  
 
           

20周年記念大会にご協力をいただきありがとうございました。 

介護保険法ができたころ、「介護予防」は「要介護予防の意味で、リハビリの精神と手法が欠かせない」

と言われていました。 

老人保健福祉審議会は、介護保険法の答申の前文に「国民の皆様に訴える」という異例の文章を発表

し、国民の自助・互助を強く訴えました。このような背景のもとで生まれた介護保険法の第 4条には、

「国民の努力及び義務」として、介護予防の概念が示されました。 

シルバーリハビリ体操はこのような理念を踏まえ、高齢者の健康増進のみならず要介護状態の人に対応

できるように組み立てられたのです。「どのような姿勢でも」とか「1日 1ミリ、1グラム」と言われる所

以でもあります。 

20年間変わることなく続けられてきたのは、介護保険法の理念に基づいているからと信じています。

この精神を忘れず、高齢者が人間らしく生ききれるよう支援しましょう。 

つくばシルバーリハビリ体操指導士会 

会長 大久保 勝弘 

茨城県立健康プラザ管理者 

 大田 仁史 先生 
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 「シルバーリハビリ体操」は出前体操教室を中心に皆様と共

に学び、20 年間活動してきました。つくば市内の多くの会場

で健康維持と介護予防の体操に参加していただき、参加者の声

から肩や腰の痛みが軽減したとの喜びの声が聞かれるように

なりました。出前体操教室では参加者同士の交流も楽しいと好

評です。健康寿命の延伸と健康長寿を目指し、健康意識や健康

診断の大切さを高齢者に啓発しています。 

茨城県内 44 市町村指導士会は、茨城県や各市町村と連携し、

シルバーリハビリ体操活動を展開しています。特につくばシル

バーリハビリ体操指導士会は、つくば市や関連団体、茨城県理

学療法士会と連携し、今後も出前体操教室を多くの高齢者に提

供していきます。基本心得として、未来持続可能な活動を目指し、互助・共助を大切にし、出前体操教室で学んだ内

容のフォローアップに努めるとともに、つくば市の健康長寿日本一を目指して取り組んでいます。ホームページや広

報誌の発行、健康紙芝居の提供も行っています。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

つくばシルバーリハビリ体操指導士会の歩み!! 
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つくば市地域開催２３９コース３級養成講習会が１２名の参加で５日間に

渡り開催され、1日目の 6月 22日は、茨城県立健康プラザで大田先生の介護

予防論、体の部位と関節等の専門用語などを熱心に受講されました。 

2日目以降は、つくば市健康増進施設いきいきプラザで、1級指導士４名に

より実施、解剖運動学の関節、筋肉、骨、神経等を学びました。 

また、シルバーリハビリ体操の実技や出前体操教室の進め方について実践

し、７月１４日に終

了致しました。 

指導士会に入会後

は、体操のフォロー

アップを 3日間研修

して市民の皆様と出

前体操教室にて実技

を致して参ります。 

令和６年度もシルバ

ーリハビリ体操指導

士３級養成講習会を計画致しておりますので、

ご希望の方は、ご参加ください。 

 

 
    
令和５年度茨城県シルバーリハビリ体操指導士の感謝状贈呈

式が５月２３日１４時から茨城県庁講堂で行われました。開

会宣言の後、主催者側として大井川知事からご挨拶をいただ

き、引き続き来賓代表として、茨城県シルバーリハビリ体操

指導士連合会会長

兼つくばシルバー

リハビリ体操指導士会会長の大久保勝弘氏から挨拶があり、

感謝状贈呈式が厳かに行われました。感謝状受賞者は、茨城

県知事賞が２３１名、茨城県福祉部長賞が２９名、茨城県立

健康プラザ管理者賞が１１２名で総受賞者は３７２名でし

た。つくばシルバーリハビリ体操指導士会は県知事賞受賞者

７名、健康プラザ管理者賞２０名が受賞、

知事賞を受賞した７名が出席しました。受

賞者全員、これからも地域住民の健康づく

りや介護予防の推進に少しでも力になれる

ようお互い頑張っていくことを誓い合いま

した。 
 

令和５年度 県知事賞・県福祉部長賞・県立健康プラザ管理者賞 

知事賞を受賞した方々 

健康プラザ管理者賞を受賞した方々 

学びの振り返り 

修了証授与 

講師並びにスタッフ 

２３９コースの皆さん 
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２０４０年の超高齢化社会環境において、介護・認知症の支援は重要です。日本では、世帯数は

5,075万で、65歳以上の人々が全体の 44.2％を占めます（茨城県内では 46.8％、全国 1位の秋田県では

57.1％）。一人暮らしの高齢者も増加しており、高齢者対策の戦略プランが必要です。 

人生 100年時代に向けて、健康寿命の延伸と健康長寿の社会を目指す一方で、非婚化が進行しており、家

族構成の変化による安心できる生活環境づくりが必要です。 

介護予防と認知症対策のための５つのポイントとして、適切な運動、健康的な食事、知的活動、社会

交流、心の健康を重視します。 

認知症対策では、政府は予防策を重視し、70代の認知症の発症を遅らせ、認知症の人々の割合を減

らすなど５つのポイントを立てています。 

介護保険制度も重要な問題であり、超高齢社会において持続性が課題となっています。保険料は市町

村ごとに３年ごとに変化し、行政の認知症対策や認知症費用に対する対策が求められています。 

 
 
 
 
 

広島県尾道市で 7月７日に開催、シルバーリハビリ体操は、１６道県９２市町村に普及して参りまし

たので、全国的な組織体制で交流会になりました。尾道市しまなみ交流館では、市長様はじめ責任者、関

係者の参加、北海道から九州まではハイブリッド会議で全国展開に向かって日本理学療法士会、行政等関

係団体と一体となり、日本の高齢者の皆様に体操を提供して行きたいと思います。高齢者や障害者が住み

慣れた地域でいきいきと生活できる社会の実現に向けて、積極的に展開して参ります。 
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２０４０年の超高齢化社会環境の中で介護・認知症をどう支える‼

第一回全国シルバーリハビリ体操指導士連合会交流会がスタート‼

大久保会長挨拶 しまなみ交流館 つくば・いきいきプラザ 

http://tsukuba-srt.sunnyday.jp/

